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Ａ．研究目的 

   地域在住高齢者におけるsarcopenic obesity (以

下SO)高齢者を選定する精度の高い基準を作成し、

その特徴を調べる。 

 

Ｂ．研究方法 

H24 年度板橋区女性 575 人、H25 年度板橋区女性

638 人、H23 年度草津町 288 人（男性 107 人、女性

181 人）、H24 年鳩山町 277 人（男性 138 人、女性

139 人）、合計約 1,778 人を対象に包括的検診を実

施し、身長、体重、血圧、聞き取り調査（健康度

自己評価、過去 1 年間の転倒、転倒恐怖感、骨折

歴、外出頻度、生活機能、運動習慣、社会活動、

痛み、既往歴等々）体力（筋力、歩行機能、バラ

ンス能力）、身体組成（DXA 法による体脂肪率、筋

肉量、骨密度）、血液成分（アルブミン、コレステ

ロール、クレアチニン、HbA1c、ヘモグロビン等々）

のデータを収集した。 

選定基準は、①体脂肪率上昇：男性49人(20.0%)、

女性 504 人(33.0%)、②筋肉量減少：男性 69 人

（28.2％）、女性 305 人（19.9％）、③体力：通

常歩行速度低下：男性 23 人（9.4％）、女性 301

人（20.1％）、握力低下：男性 67 人（27.7％）、

女性 279（19.5％）より作成した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究のプロトコルは東京都健康長寿医療セン

ター倫理委員会の承諾を得た。また、健診参加者

には個別的に調査目的、調査内容、個人情報の管

理、調査結果の活用、結果のフィードバックなど

について詳細に説明し、調査参加有無を自ら選択

するように説明すると共に自筆の承諾書を得た上

で実施した。 

 
Ｃ．研究結果 
SO 該当者は、男性 24 人（9.9％）、女性 201 人

（13.5％）であった。男性 SO 高齢者の特徴は、年

齢、BMI、体脂肪率は高く、骨格筋量は有意に低か

った。また、握力、通常歩行速度、血清アルブミ

ン値は有意に低かったが、転倒率は有意に高かっ

た。女性男性 SO 高齢者の特徴は、男性 SO と同様、

年齢、BMI、体脂肪率は高く、筋肉量は少なかった。

また、握力、通常歩行速度、HDL コレステロールは

有意に低い値を示した。さらに、高血圧、高脂血

症、膝 OA の既往は多く、転倒率も有意に高い値を

示した。 

 
Ｄ．考察 
加齢とともに変化する筋肉量の減少と脂肪量の

上昇はからだの諸機能に様々な影響を及ぼすこと

はよく知られている。今日までは、骨格筋量の減
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少に伴う筋力や歩行機能の低下を指す sarcopenia

あるいは脂肪の過剰蓄積である肥満それぞれ単独

徴候に焦点を当てた研究は数多く報告されている。 

最近、骨格筋量の減少に脂肪の過剰蓄積が重なる

SO に関心が高まり、Baumgartner(2000)によれば, 

SO は sarcopenia 単独あるいは肥満単独より歩行障

害、転倒率の高いことを、LEE ら(2012)は肥満に比

べて SO は膝 OA(OR=3.51)の危険性の上昇を、

Prado ら(2012)は下肢機能の障害、死亡率の上昇を、 

LIM ら(2010)は metabolic syndrome (OR=8.28)の上

昇を、Levine ら(2012)はインシュリン抵抗性の上昇

を指摘し、SO 対策研究の必要性を強調している。

今日まで報告されている肥満の判定基準は男 20.2

～37.16％、女 31.7～42.9％の広範囲であり、SO の

有症率は男性 4.4～84.0%、女性 3.6～94.0%と選定

基準によって大きく異なる(Batis ら, 2013)。これら

の諸外国の基準が日本人に当てはまるかは疑問で

あり、日本人用の判定基準の作成が必要と言える。   

これらの背景を踏まえて、体脂肪率の上昇に伴

う筋肉量の減少あるいは体脂肪率の上昇に伴う筋

力の衰え、歩行速度の低下を SO と操作的に定義

したところ、出現率は男性 9.9％、女性 13.5％であ

った。SO 高齢者の特徴は、男女によって若干異な

る傾向が観察されたが、転倒率は男女ともに有意

に高いことが確認され、SO 高齢者における転倒は

大きな問題であることが浮き彫りになった。今後、

SO 高齢者の転倒予防策に確立が必要といえる。 

 

Ｅ．結論 

 地域在住高齢者における SO 有症率は男性より

女性で高かった。男性 SO 高齢者で、血清アルブ

ミン値は低く、転倒率は有意に高かった。女性 SO

高齢者は高血圧、高脂血症、膝 OA、転倒率は有意

に高かったことから、SO 高齢者に対する転倒予防

策の確立が今後の課題といえる。 
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